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本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 

  
取組目標 成果目標 達成状況 

評

価 
成果と課題 

安 

全 

人権に配慮した

指導の徹底 

・全ての職員や生徒 
が、互いの良さや苦
手を認め、寄り添う
姿勢や称賛の言葉
を用いて関わって
いる。 

 
 
・生徒自身や保護者

が、人権が尊重され
ていると感じてい
る。 

・人権尊重の視点での 
振り返りから、生徒 
同士では、互いの良
さを認め合う意識が
高まっている。 

 
 
 
・人権尊重の視点での 
振り返りから生徒、
保護者、職員にそう
は思わないという回
答が一定数あった。
職員の生徒への関わ
り方について情動的
な指導ではなく、生
徒の状態に合わせて
理解を深める指導の
工夫に課題があるこ
とが確認された。 

C 

・職員が全ての生徒に 
対して肯定的な意識を
持って関わる重要性を
確認し、個に応じて寄
り添う姿勢や称賛の言
葉を用いた柔軟な関わ
り方の追求に次年度も
徹底して取り組む。 

・職員は、生徒自身が自 
分の良さや課題に気付 
き、向き合いながら主 
体的に活動しようとす 
る姿を引き出す関わり 
方について、専門性の 
向上と連動させながら 
研修に取り組む。 

安 

全 

誰もが安心して

通える体制整備

と安全教育 

・校内の情報や物品
が、生徒の主体的な
行動や気持ちを引
き出せるように整
理されている。 

 
 
・職員・生徒・保護者

が危機管理マニュ
アルに沿った行動
をとることができ
る。 

・校内の物理的な整理
は進んだが、各教科
に応じて効果的な指
導につなげられる教
材教具等の整備が不
足していることが確
認された。 

・有事の危機管理マニ
ュアルの十分な活用
に不安を感じている
職員が一定数あっ
た。 

B 

・生徒が主体的に学習   
に取り組めるように、
各教科等の年間指導計
画を基に教材教具等の
整備ついて検討を重ね
整える。 

 
・生徒はマニュアルに沿

った行動への意識は高
まっている。それを支
援する職員、保護者に
ついては、有事に即生
かせる危機管理マニュ
アルの見直しを行う。 

専 

門 

生徒との対話を

通した教育的ニ

ーズの把握とそ

れに応じた教育

活動の実践 

・生徒自身が自分の得
意や苦手を知り、生 
活の中で活かして 
いる。 

 
 
 
 
 
・作業学習をはじめと 
する学習場面にお
いて、生徒が自分の
得意を活かし、主体
となって活躍して
いる。 

・生徒、職員の振り返
りから、生徒自身が
得意を生かして主体
的に活動していると
いう評価が多く見ら
れた。 

 
 
  
・職員の振り返りから
は、生徒個々の目標
設定や指導内容、方
法について、生徒自
身が自分の頑張るポ
イントを実感し、向
き合いながら目標達
成できる指導の必要
性が確認できた。 

B 

・授業の中で、タブレッ 
トやグループワークの 
活用により自分の思い 
の表出や互いの考えを 
知る機会を多く設定す 
ることで、自分の良さ 
や苦手に気付き自分の 
課題に前向きに取り組 
む姿が見られた。 

・職員は、一人一人の 
良さをみとめながら課
題への指導を行う際の
目標設定や指導内容、
方法について生徒が
「少し頑張ればでき
る」を大切した研修に
取り組んでいく。その
際は、生徒への肯定的
なかかわり方を意識し
て取り組んでいく。 



専 

門 

個に応じた適切

な進路決定の実

現 

・生徒が、勤労観や職
業適性について理
解を進めている。 

 
 
 
 
 
・保護者が、進路選択

や職場実習の価値
を重視し、協働して
いる。 

・全職員が、職業・家
庭科でのキャリアパ
スポートの活用、3年
間の進路指導のつな
がりの工夫等を通し
て生徒の自己理解が
進んだと評価した。 

 
・保護者の振り返りで
は、我が子の進路選
択や職場実習につい
て不安を感じながら
も、一方で、子ども
の実態を受容し認め
ながら前向きに向き
合う回答が多数あっ
た。 

A 

・生徒の学びや保護者へ
の啓発については、進
路決定までの 3 年間の
流れを整理しながら進
めたことで将来の働く
生活の生徒、保護者の
理解が少しずつ深まっ
てきた。 

・今年度整理してきた 3
年間の進路学習と進路
決定までの流れにおけ
る生徒、保護者への指
導と支援を、次年度再
度工夫を加えながら実
践していくことで確か
な取り組みにしてい
く。 

連 

携 

関係諸機関との

つながりを大切

にした切れ目の

ない支援と指導 

・職員が、生徒や保護
者のニーズを把握
し、必要に応じて面
談や関係者会議を
実施している。 

 
 
 
・保護者が、生活安定

や地域安全の価値
を重視し、学校と連
携している。 

・職員の振り返りから、
回数等の開催方法に
ついての課題はある
が効果的な支援と指
導はできたという評
価であった。 

 
 
・保護者の振り返りか
ら、必要に応じて適
切な面談や関係者会
議を進めることがで
きたという評価があ
った。 

A 

・各学年で個々の生徒の 
現状把握や指導の方向 
性等を分析検討して、 
必要に応じて学校内及 
び関係機関と共有しチ
ームで課題解決に向け
て取り組むことができ
た。 

・学校内での情報共有の 
迅速かつ効果的な方法 
を工夫して取り組む。 

連 

携 

生徒の自立と輝

き に 向 け た 共

生・共育の充実 

・生徒が、田方農業高
校との共同学習や
行事をはじめ、地域
での交流学習に主
体的に参加してい
る。 

 
 
 
 
・学校運営協議会と教

職員とが、相互に連
動している。 

･生徒が主体的に参加 
することができてい
ると職員 100％、保護
者 93％が評価してい
る。更なる充実に向け
ての意見が寄せられ
た。 
 
 
 
・各委員の立場を通し
て、学校と協働した
活動に取り組むこと
ができた。 

A 

・生徒が共同学習におい 
て、田方農業高校の生 
徒とのつながりの中で 
自分の目標に向けて主 
体的に学んでいた。今
後も各教科等の授業を
共同学習に取り入れる
意義を確認し、確かな
学びのある授業づくり
に取り組む。 

・学校運営協議会委員と
の協働した取り組みを
継続し生徒に合った取
り組みにするために 
職員が学校運営協議会
に積極的に参画できる
ようにする。 

チ
䤀
ム 

チームとしてや

りがいのある職

場の実現 

・教職員が、お互いを
認め合い、チームと
しての成長を実感
している。 

 
 
 
・職員が、本校事務室

からの連絡を適時
に確認し、連携して
いる。 

・全ての職員がチーム
としての成長は実感
しているという回答
であった。 

 
 
 
・職員は管理職と相談
しながら事務室と連
携して業務を進める
ことができていた。 

B 

・年度当初や学期の節目 
にグループワークで教 
職員が自分の取り組み 
について、互いに情報 
交換したり、認め合っ 
たりする機会を効果的 
に設定する。 

・職員が各担当する役割 
の中で事務室とのやり
とりを適時に行い、連
携しながら仕事を進め
ることができた。 

 


